
豚の日本脳炎抗体保有状況（陽性率）

日本脳炎対策を徹底しましょう！

＜日本脳炎＞

免疫を持たない繁殖豚が感染した場合、白子、黒子、ミイラ等の流死産を起こしたり、

生後間もない子豚がふるえ等神経症状を示して死亡します（肥育豚は無症状）。 コガタ

アカイエカにより媒介され、蚊の活動が活発になる夏～秋にかけて発生が増加します。
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中央家畜保健衛生所・中央動物防疫協議会
〒262-0011 千葉市花見川区三角町656

Tel：043-250-4141 （夜間・休日対応）
Fax：043-286-0090

(公社)千葉県畜産協会
〒260-0021 千葉市中央区新宿1-2-3

○国立感染症研究所が調べている国内の豚の日本脳炎抗体保有状況によると、
千葉県では昨年、過去7年間で最も高い陽性率（90％）となりました。茨城県でも
H26、H27年と抗体保有状況の高い状態が続いており、H26年には豚での発生も報
告されています。これは、日脳ウイルスが豚群内で増殖していたことを示します。
○また、千葉県で過去に高い陽性率となったH20年には県内でも豚の日本脳炎の
発生が報告されています。

～ワクチンプログラムの一例～ ※ワクチンプログラムについては獣医師にご相談ください。

（候補豚） 生ワクチン 不活化ワクチン 交配

4週間

（経産豚） 生ワクチン 不活化ワクチン

4月 ５～6月

☆予防法☆ ワクチン接種とコガタアカイエカの防除です！
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併せて

・水溜りの消毒

・豚舎周りの草刈

・不要物の除去

0

お問い合わせは 千葉県中央家畜保健衛生所まで
TEL. 043-250-4141 (夜間・休日転送)       FAX. 043-286-0090


